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営業外収益、営業外費用及び法人税等調整額の計上に関するお知らせ 

 

 

当社は、2027 年１月期第２四半期（2026 年２月１日～2026 年７月 31 日）において、営業外収益、営業外費用

及び法人税等調整額を計上しましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１．営業外収益、営業外費用及び法人税等調整額の内容 

（１）営業外収益（為替差益）の内容 

2027 年１月期第２四半期（2026 年２月１日～2026 年７月 31 日）において、為替相場の変動により為替

差益が発生したため、為替差益 185 百万円を計上しました。これは、主に、当社連結子会社に対する外

貨建て貸付金及び関連する債権に対し発生した為替差益になります。一方、同じ為替相場の変動による、

連結子会社の外貨換算による為替換算調整勘定の変動額△142 百万円を、その他の包括利益の調整項

目としています。 

    

（２）営業外収益（受取利息）の内容 

2027 年１月期第２四半期（2026 年２月１日～2026 年７月 31 日）において、定期預金の運用に伴う預金

利息及び当社連結子会社に対する外貨建て貸付金に係る利息収益が発生したため、受取利息 22 百万

円計上しました。 

 

（３）営業外費用（資金調達費用）の内容 

2027年１月期第２四半期累計期間（2026 年２月１日～2026 年７月 31日）において、コミットメントライン

契約の手数料等として資金調達費用 11 百万円計上しました。 

 

（４）営業外費用（社債利息）の内容 

2027 年１月期第２四半期（2025 年２月１日～2026 年７月 31 日）において、当社が発行済みの第１回無

担保転換社債型新株予約権付社債により社債利息 16 百万円を計上しました。 

 

（５）法人税等調整額の内容 

2027 年１月期第２四半期（2026 年２月１日～2026 年７月 31 日）において、当社連結子会社に対する外

貨建て貸付金及び関連する債権に関わる繰延税金負債を認識したことにより、法人税等調整額 58 百万

円を計上しました。 

 

２．業績への影響について 

会 社 名 サ ン バ イ オ 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  森  敬 太 

 (コード番号：4592 東証グロース) 

問い合わせ先 執行役員管理本部長 角谷 芳広 

 (TEL.03-6264-3481) 



 
 

上記の営業外収益、営業外費用及び法人税等調整額の業績に与える影響については、本日公表の

「2027 年１月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。 

 

以上 


